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アドミッションポリシーとは、大学の教育理念、目的、特色に応じて受験生に

求める能力、適性等について示したものであり、本学においてもホームページ等

で公開されている。本学のアドミッションポリシーは1.教育目標、 2. 求める学

生像、から構成されているが、求める学生像の中の 4 項目について周知度を調べ

た。また、大学院のアドミッションポリシー 5 項目に関しでも同様のアンケート

調査を行った。また、比較として大学の理念の周知度と比べた。学部学生 404 名、

大学院生 30 名から副答を得た。学部学生のアドミッションポリシーの周知度は 

1 年生が 5 割ほど、知っているのに対し 6 年生では 2 割程度と低かった。理念の周

知度と比較すると、 1 年生 6 年生ともに理念の周知度の方が高かった。大学院生

のアドミッションポリシーの周知度は 4 割ほどであり、大学院生でも理念、の周知

度 (7 害 I] ほど)に比べると低かった。アドミッションポリシーは大学の特色を示

すものであり、入学後の学生のそチベーションとも直結する事項である。今後ア

ドミッションポリシーの周知度を上げるとともに、入学後もアドミッションポリ

シーに即したカリキュラムを実行する必要性が示唆された。 
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教育効果を向上させるために，教育そのものの満足度を上げるだけでなく，

学生の生活実態を考慮、に入れた教育を心がけることも重要で、ある.さらに，必

要に応じた適切な生活指導助言は，より良い教育効果を期待できると考えられ

る.そのためには，今大学が行っている学習や生活に対する支援の満足度を把

握することも必要である.これらの目的から，平成 18 年度と 19 年度にアンケ

ー卜調査を行い，比較検討した.なお，この間に新本館の竣工とし、う大学環境

の大きな変化があった.調査の結果， I友人関係 J ， Iサークル(部)活動」およ

び「アルバイト」などについては，両年度聞の差はなく，ほぼ同様の傾向を示

した!自主学習 j については，場所として本学の「図書館」と「自習室 J を利

用する割合，および 11 日に 4 時間以上」学習する割合が，わずかだが増加し

た.これらは，本館竣工により学習環境が整ったためと考えられる. しかし，

「大学は学生のニーズを把握しているか J ， r留学生や障害を持つ学生に学習や

生活面で配慮しているか J などについてはやや悪くなり，今後の改善だけでな

く，配慮内容の学生への周知の必要性が考えられた.
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